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会    報  ≪第３７２号≫ 

一般社団法人兵庫県建築会  

発行日：平成２８年 10 月１日 

        次代を築くヒューマンネットワーク 
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      第４５０回月例会報告（平成２８年９月８日 於：神戸三宮東急ＲＥＩホテル）   

Ⅰ「三つの大震災と災害ボランティア」 ～熊本地震被災地の現状～ 

Ⅱ「ご存知ですか？介護現場の今！」 

ひょうごボランタリープラザ災害支援アドバイザー  

社会福祉法人 ＫＯＢＥ須磨きらくえん 前事務長 高橋 守雄氏 
 

 

Ⅰ「三つの大震災と災害ボランティア」 

～熊本地震被災地の現状～ 

◯ はじめに 

阪神・淡路大震災で災害対策本部の報道担当を

し、以来21年間災害と向き合う仕事に携わり、県

退職後もなお「災害支援アド

バイザー」として、ひょうご

ボランタリープラザで従事

している。また、その関係も

あり、「災害ボランティア割

引制度を実現する会」の全国

の世話人をしている。 

今、災害の現場はどうなっ

ているかをお話ししたい。 
 

◯ 東日本大震災：松島町  

東日本大震災では、阪神・淡路大震災の経験を

被災地に早く生かすべく１週間後の３月１８日に

は井戸知事を先頭に大型バス４台で被災地に向か

った。被災地は、行政機能も何もが混乱する中、唯

一、１７日に松島町と連絡がとれた。当時の松島

町の西村副町長は、阪神・淡路大震災時に長田・鷹

取の教会を中心にボランティアに入られ、ボラン

ティアの大切さ、ありがたさ、そして、いざ災害で

はボランティアに甘えるべきを知り、そのことか

ら二つ返事で兵庫県のボランティアを受け入れて

貰えることとなった。以来、５年５か月に亘り、被

災地支援活動を続けている。 

◯ 災害関連死 

阪神・淡路大震災は５年で仮設住宅が解消され

たが、東日本大震災では、かさ上げ工事や原発事

故の影響もあり、ようやく災害復興住宅が６割近

くでき上がってきた。 

そのような中で、阪神・淡路と同じように、災害

公営住宅でもう孤独死とか自殺とかが出ている。

平成２８年６月末で宮城、岩手では災害関連死は

９％程度だが、福島県では震災で亡くなった方が

１，６００名、それ以降に亡くなった方は２，００

《瀬戸本会長開会挨拶》 

高橋講師は坂井、貝原、井戸知事に仕えられ、

阪神・淡路以来の三大震災に猛烈な活躍をさ

れてきた。当会の理念は、官民協力のヒュー

マンネットワークを基調に、地域の安全・安

心の防災等に寄与していくことにあり、今日

のテーマは貴重なお話であり感謝したい。 

高橋守雄講師 
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０名を超え約５６％となっている。福島県は、原

発事故が大きく影響をしている。 

◯ コミュニケーション麻雀 

内閣府から、被災地の仮設住宅の集会所に男性

高齢者が集まるツールが何かないかとの照会があ

り、兵庫県を中心に介護施設で使っているコミュ

ニケーション麻雀を紹介した。 

認知症の予防で脳トレ効果があるとのことで、

東日本大震災前から全国的に普及していた。２人

～３人１組で、１．８メートル四方の卓を囲み、七

並べやブロックつぶしとかして楽しんでいる。 

この麻雀セットは一卓５万円するが、企業側か

らは義援金に比べ、より企業の顔が見えるこの麻

雀セットが好まれ、全国的にＴＶ放送されて大変

な反響、引合いがあった。 
 

 

 

 

 

 

 

◯ ボランティアの活動状況 

 東日本大震災では、５年４か月を経た平成２８

年７月末で１５０万人が支援に入られている。実

際にはもっと多くの方々が支援に入られている。  

阪神・淡路では５年２か月（統計のある時点）で

２１６万人もが支援に来られた。 

熊本地震のボランティア数は、９月７日現在で

11万2,000人に過ぎない。この３分の１が益城町の

数字である。  

現在は、社会福祉協議会の運営するボランティ

アセンターを通せば、木、金、土曜日しか活動でき

ない。ＮＰＯとかは独自で行かれるケースがあり、

そういった数はカウントされていない。 

 ４月１４日に発生した熊本地震は余震が多いこ

とから、発生直後はボランティア活動も待ったが

かかった。このため、熊本市でも益城町でも４月

の19日、21日と、少し

遅れてオープンするこ

とになった。また、ボラ

ンティア関係車両の高

速道路通行料の免除は、

発生直後は取扱いから

除外する通達が出され

てしまった。 

このような理由から、

ボランティアの出鼻が

くじかれ、数字に表れることとなった。阪神も東

日本は、１回ボランティアに行けば、また次行こ

うというリピーターがあればこその数字である。 

そもそも全国の社会福祉協議会のボランティア

センターは福祉事業が中心で、災害発生すれば災

害ボランティアに看板替えとなるもので、緊急事

態への受援体制、受援力が今後の課題である。 

兵庫県では、去年の４月にガイドラインを策定

し態勢を整えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◯ ボランティアインフォメーションセンター 

阪神・淡路では沢山のボランティアがきてくれ

たが、無秩序に入ったため被災地では混乱が生じ

た時があった。ボランティアを捌くところがなか

ったのが原因である。 

その教訓を検証して次の大災害時に生かそうと

してできたのが東北道に設けたボランティアイン

フォメーションセンターである。資金は全て兵庫

県が出し、被災地のボランティアセンターが活動

できるまでの１か月間、ボランティアの整理をし

た。鯉のぼりを目印とし、これを目指して沢山の

ボランティアが来てくれた。場所は、仙台・宮城の

インターチェンジにＮＥＸＣＯ東日本が施設を提供

してくれた。さらに、この教訓が、来るべき南海ト

ラフ巨大地震とか首都直下型地震に生かされるも

のと考える。 

◯ ボランティア割引制度 

ボランティア割引制度の創設要求を全国で３５

万人の署名を集め、昨年、内閣府に届けた。東日本

ボランティア活動が減少している原因について、

ボランティア登録に並ぶ人たち：益城町 

熊本に向かう兵庫県ボランティア 

コミュニティ麻雀を楽しむ仮設住宅のみなさん 



3 
 

内閣府のボランティア担当が調査したが、その４

０％が、旅館代、交通経費の負担が大きいことに

あった。国も承知のことで、超党派による立法化

が進んでいくと思う。 

◯ 心のケア 

 熊本地震の被災地の小中学生３，２２２人がカ

ウンセリングを必要とされている。そのうち益城

町は６３２人いるが、町内小中学生の２６％にも

なる。神戸のアトリエ太陽の子が現地で心のケア

対策の活動をしている。 

  

 Ⅱ「ご存知ですか？介護現場の今！」 
◯ 高齢者人口と介護認定  

２０２５年には６５歳以上の高齢者人口は３，

６５７万人と３０．３％に達する。さらに団塊の

世代が８５歳以上になる２０３５年頃の問題が大

きい。 

特養への入所は、従来は介護１以上が対象であ

った。これまで、要支援１及び２、要介護１までが

軽度者としていたものが、昨年から介護２までを

軽度者と扱うこととなり、特養への入所は介護３

以上に改正された。介護２以下の方は、市町村対

応となるが、そのような職員配置となっていない

のが現状である。 

◯ 介護現場の課題 

介護離職とは、会社を辞めて親の面倒を見るこ

とが本来の意味あいであるが、もう一つは、介護

現場にいる職員がどんどん辞めていく現象も指し

ている。介護離職を止める方法を考える必要があ

る。 

 介護職員は、国では将来何十万人足りないとさ

れるが、確保のための保障に乏しい。 

賃金を比較すると介護職員は、一般企業の職員

に比べて平均で１０万円位の差がある。このため、

国は処遇改善手当を月額１万２千円支給している

が、対象は原則介護職員でほとんどの事務職、看

護師などは恩恵を受けていないのが現状である。

これでは介護離職の解決にならないのではないか。 
 

◯ 施設介護と在宅介護 

特養への入所にあたって、入所費を抑えるため

夫婦の世帯分離という手法があったが、これは認

められなくなり、預貯金はもとよりタンス預金ま

で調査されることとなった。 

 このために高齢者の老々離婚も取り沙汰されて

いる。離婚をすれば相手の財産はカウントされな

いが、遺産相続上の問題があり感心できない。 

国では、高齢者を支える「地域包括ケアシステ

ム」を構築しようとしている。家族や地域のボラ

ンティア、ＮＰＯ皆で高齢者を支えようとするもの

である。 

しかし、今は支える中心が段階世代の６０、７

０代であるが制度完成の２０２５年度には、現在、

ボランティア側の方が、皆、受けるほうになり、

「絵に描いた餅」になってしまう恐れがある。 

 
 サービス付き高齢者向け住宅や介護施設を建設

するが、人材が足りないため全てをオープンでき

ない施設が一部にある。 

 少子化が進む中で、介護現場での働き手は少な

い。厳しい介護現場では、夜勤で20の部屋を少な

い職員で見ているケースがあり、ナースコールが

入り対応していると別の部屋が鳴る。不思議と一

緒になる。夜勤明けの頑張っている職員を見ると

待遇の改善が必要であると痛感する。介護離職が

なかなか減らないのが現状である。 

 県民の半分は施設介護を望んでいるが、国は在

宅介護へ誘導しようとする。10年先は介護難民で

溢れる世の中になる恐れがある。 

《自宅又は施設介護に関する調査》 

（兵庫県：平成２６年調査より） 

 
「あなたご自身・ご家族が介護の必要な状態とな

った場合、自宅と施設どちらの介護を望むか」の

問いに対し、左が「自身」の場合で４７％、右が

「家族」の場合で４３．８％の方が、施設介護（赤

色部分）を望んでいる。（事務局注：講演資料より） 

 
 

《地域包括ケアシステム》  

団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目

途に、重度な要介護状態となっても澄慣れた地域

で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けること

ができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支

援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの

構築を実現していく。 
（事務局注：厚生労働省ＨＰより） 

 
月例会会場

風景 

現代社会の二つの大きな課題、短時間でのご講演

で大変だったと思います。わかりやすく説明いただ

きよく理解できました。益々需要が高まるお仕事で

すが、ご活躍をご祈念申し上げます。 （事務局） 
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会員寄稿 

『歴史、文化、産業遺産を活かした 

欧州のまちづくり』 （第５回） 
 

神鋼不動産（株）常任顧問 川端 宏幸氏 

 

今月は、オランダを取り上げる予定でしたが、 

今月 13 日に当会創立 70周年記念として、兵庫県

公館において、兵庫県立美術館の蓑館長に講演い

ただく予定ですので、急遽、フランス・パリのオル

セー美術館を取り上げることにしました。 
 
 
 
 
  オルセー美術館は、1900 年のパリ万国博覧会の

開催に合わせて、オルレアン鉄道の終着駅として

建てられた駅舎兼ホテルであった。設計者は、ヴ

ィクトール・ラルーである。 

 1939 年に鉄道駅として役割を終え、様々な用途

に用いられ、一時は取り壊しの話もあったが、

1970 年代からフランス政府によって保存活用策

が検討され、１９世紀美術を展示する美術館とし

て再生され、1986 年にオルセー美術館が開館した。 

 
 
 美術館の方針としては、原則として２月革命の

あった 1848 年から、第一次世界大戦が勃発した

1914 年までの印象派の作品を中心に展示し、ルー

ブル(古代～1857 年)、国立近代美術館（1915 年～）

とともに、各時代をカバーする３大美術館のひと

つとなっている。 
 
 地上階(1階)には、古典派のアングルから始まり、

ドラクロワ、ミレーやコローなどのバルビゾン派、

写実主義のクールベ、初期印象派などの作品が展

示されている。 

 鉄骨とガラスで構成されるアーチ状のドームと 

窓から柔らかな光が美術館全体に降り注ぎ、装飾

が施された壁、通路に置かれた彫刻などと一体と

なり、19 世紀後半のフランス近代美術黎明期の雰

囲気を醸し出している。 

 

 

 

 

５層に別れた各階の展示ブースの配置と各階の

移動に用いるエスカレーターの動線計画が優れて

おり、子供からお年寄りまで誰にも見やすく、分

かりやすい展示構成となっている。 

 

 

次回は、オランダに戻ります。 

オ ル セ ー 美 術 館 

▲ オルセー美術館のエントランス 

▲ オルセー駅から引き継いだ大時計 

▲ 美術館の内部 

▲ 周辺のサン･ジェルマン・デ・プレ 
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      交流のひろば 

『鉄道模型のジオラマ（レイアウト） 

づくり』② 
兵庫県建築指導課 副課長 長谷川 和正 

 
前回掲載しました鉄道模型のジオラマについて、

その他のパーツの写真も整理できました。要請も

ありましたので、追加報告させていただきます。 

① 先ずは、昭和４０年代前半の駅前風景です。 

 
 
 
 
 

② 蒸気機関車のいる機関区は、既に失われた憧

れの施設で、写真集を参考にして作りました。 

 
 
 
 
 

③ 機関区は転車台と扇形機関庫のあるタイプの

ものも欲しかったので、別に作成しました。 

④ 前回の蔵造り商家の向かい側は、現実にはあ 

り得ませんが、関西の虫籠窓の商家としていま

す。  

⑤ 蔵造り商家の裏側は、なまこ壁にしました。 

⑥ 片方の曲線区間は、鉄道の原風景としてはず

せない鉄橋とトンネルと田園風景にしました。  

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

⑦ もう一方の曲線区間は、国鉄バス車庫、役場、

工場等のある産業ゾーンのエリアとしました。 
 

③ 転 車 台

等 の あ る

機関区 

➃ 虫 籠 窓

の商家 

➄蔵造り商

家裏側のな

まこ壁 

鉄道模型のジオラマ全景（前回掲載分） 

➅鉄橋と 

トンネルと 

田園風景 

➆国鉄バス

車庫等の産

業ゾーン 

➁ 蒸 気

機 関 車

の い る

機関区 

➀駅前

風景 

 

前回の紹介で、会員の“鉄ちゃん“から賞賛の声が

届きました。やはり自前のレイアウトで自慢の

車両を走らせるのが“夢“のようです。 

原風景を想像しながらの精密な作品作りには感

心させられます。次が待たれますね。（事務局） 
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お知らせ 

 

◎行事ご案内 
○住生活月間イベント 

『兵庫・神戸 みんなの住まい展』 

日 程：平成２８年１０月１５日（土） 

～１６日（日）  

会 場：神戸ハーバーランドスペースシアター外 

当会はイベント実行委員として事業に参画します

ので、会員の皆様には是非会場へお運び下さい。 

 

 
創立７０周年記念講演会 

（第４５１回月例会） 

 

日 程：平成２８年１０月１３日（木） 

１３：３０～１６：００ 

会 場：兵庫県公館 

（神戸市中央区下山手通４丁目４－１） 

第一部（13:30 ～ 14:45) 

講演会：『建築がまちを変える』 

講 師：兵庫県立美術館館長 蓑 豊氏 

第二部（15:00 ～ 16:00） 

公館改修工事説明・見学会 

 予定を大幅に上回る参加者となりました。 

 ご協力を感謝します。 

 

 

 

 

 

 

日 程：平成２８年１０月２７日（木） 

    ９：０３～アウト・インスタート各３組 

会 場：城山ゴルフ倶楽部 

   （加古川市志方町野尻８０８－１） 

競 技：１８ホールストロークプレー 

    （ダブルペリア） 

募集枠に達しましたので、申込を締め切りまし

た。ありがとうございました。 

 

 

 

 

日程：平成２９年１月１２日（木） 

   １７時００分～１９時３０分 

会場：神戸三宮東急ＲＥＩホテル 

ご案内は１１月になりますが、ご予定をよろ

しくお願いします。 

○ 平成２８年度見学研修会のご案内 
日 程：平成２８年１１月１７日（木） 

見学先：京都市 

  ➀ 京都鉄道博物館 

    「地域と歩む鉄道文化拠点」を基本コンセ

プトに平成２８年４月開業したばかりで、

鉄道の歴史を通して日本の近代化のあゆ

みが体感できる鉄道の総合博物館です。 

https://www.westjr.co.jp/railroad

/fan/kyotorailwaymuseum/    

② 世界遺産「二条城」 

     徳川家康が京都御所の守護、上洛の宿泊

所として造営し、家光が伏見城の遺構を移

築するなどして、１６２６年に完成したも

のです。絵画、彫刻など桃山時代様式の全

貌が垣間見ることができます。 

http://www2.city.kyoto.lg.jp/buns

hi/nijojo/ 

➂ 南禅寺：臨済宗南禅寺派大本山 

     三門は高さ２２ｍ、「天下龍門」と呼ば

れ日本三大門の一つ。楼上に登り絶景を楽

しめます。 

     水路閣は１８８８年建設。全長９３ｍ、

美しいアーチを描き、現在も疎水として活

用されています。 

 
http://nanzen.net/ 

➃ 昼食：南禅寺前の老舗「順正」（登録有形

文化財）にて名物のゆどうふ料理           

  

 ご案内中です。ご参加よろしくお願いします。 

 

◯事務局便り 
台風の大挙襲来と秋雨前線により各地で水害が

相次ぎました。野菜も大打撃でカレー作りもおぼつ

きません。淡路玉ねぎのベト病も心配されます。 

さて、いよいよ秋本番となり、行事も目白押しで

す。ご協力により参加者の募集も順調に進んでいま

す。１１月の研修旅行につきましてもよろしくお願

いします。 

 

 

 

創立７０周年記念研修交流会 
第１５３回建築会ゴルフコンペ 

← 三門 

↓ 水路閣 

事務局  ： 谷 純夫、石井滝実子 

電 話  ： 078－996－2851 

FAX  ： 078－996－2852     

Email ： archit-k@axel.ocn.ne.jp 

創立７０周年記念式典・祝賀会 
（兼平成２９年新春会員交流会） 
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            ≪創立７０周年記念講演会≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

広  報  コ  ー  ナ  ー 
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≪兵庫・神戸 みんなの住まい展≫ 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


